
お
知
ら
せ

平
成
29
年
第
１
回

垂
水
市
議
会
定
例
会

　

平
成
29
年
第
１
回
垂
水
市
議
会
定

例
会
が
開
会
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
傍
聴
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
各
委

員
会
の
傍
聴
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
会
期
日
程

３
月
２
日
（
木
）　

一
般
質
問

３
月
３
日
（
金
）　

一
般
質
問

３
月
６
日
（
月
）　

産
業
厚
生
委
員
会

３
月
７
日
（
火
）　

総
務
文
教
委
員
会

３
月
８
日
（
水
）　

予
算
特
別
委
員
会

３
月
９
日
（
木
）　

予
算
特
別
委
員
会

※
平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
審
査

３
月
10
日
（
金
）　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

  

の
予
備
日

３
月
13
日
（
月
）　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

 （
総
括
質
疑
）

３
月
16
日
（
木
）　

議
会
運
営
委
員
会

３
月
17
日
（
金
）　

本
会
議
（
最
終
）

※
日
程
は
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間

①
本
会
議　

午
前
10
時
～

②
一
般
質
問　

午
前
９
時
30
分
～

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
議
会
事
務
局

☎
内
線
３
５
８

消
費
者
問
題
に
対
す
る

垂
水
市
の
考
え
方

　
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の

財
政
措
置
を
活
用
す
る
た
め
、
垂
水

市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
相
談
員

　

垂
水
市
で
は
市
民
の
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
目
的
に
、
昭
和
48
年

に
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
消
費

者
被
害
の
救
済
・
被
害
の
未
然
防
止

の
た
め
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
５
月
の
消
費
者
安
全

法
の
施
行
と
共
に
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
及
び
苦
情
に
対
し
、
適
正
か

つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
市
役
所

内
に
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
組

　

地
域
の
消
費
者
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
専
任
相

談
員
及
び
職
員
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
機
能

強
化
を
図
り
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
啓
発
活
動
を
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
相
談
係

☎
内
線
１
６
２
／
消
費
者
生
活
セ
ン

タ
ー
☎
32

－

１
２
９
５

固
定
資
産
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
当
該

年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
・

家
屋
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
と
ほ
か
の
土
地
・
家
屋

と
の
価
格
を
比
較
で
き
る
よ
う
固
定

資
産
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■
期
間
　
４
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　

５
月
31
日
（
水
）

■
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※
土
日
祝
日
は
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

◎
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
：

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
内
線
１
３
７

生
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
の
注
意
点

①
水
気
を
切
っ
て
か
ら
出
す
。

②
生
ご
み
専
用
バ
ケ
ツ
に
は
、
生
ご

　

み
以
外
の
も
の
を
入
れ
な
い
。

③
大
き
い
も
の
・
丸
い
も
の
は
５
セ

　

ン
チ
以
下
に
切
っ
て
か
ら
出
す
。

④
竹
の
子
・
皮
、
も
ち
、
大
き
い
魚
・

　

鳥
等
の
骨
、貝
が
ら
は
燃
や
せ
る
ご
み
。

⑤
お
が
く
ず
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
に
生

　

ご
み
を
入
れ
な
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
生
活
環
境
課
☎

32
－

１
２
９
７

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
が

期
間
短
縮
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
期
間
が
25
年
か
ら
10
年

へ
短
縮
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

２
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
請
求
書
を

発
送
し
ま
す
。（
請
求
書
が
届
か
な
く

て
も
、
対
象
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
注
意
点

①
老
齢
年
金
受
給
の
年
齢
要
件
は
変

　

わ
り
ま
せ
ん
。

②
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
権
利
を

　

有
し
て
い
る
場
合
、
年
金
額
が
変

　

わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
市
民
係

☎
内
線
１
６
３

愛
犬
の
異
動
届

　

狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
愛
犬
に
異

動
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
届
出
が
必
要
な
場
合

①
新
規
で
犬
を
取
得
し
た
場
合

　
（
登
録
料
：
１
頭
３
０
０
０
円
）

②
垂
水
市
へ
転
入
・
市
外
へ
転
出

③
愛
犬
が
死
亡
し
た
場
合

④
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
生
活
環
境
課

☎
32

－

１
２
９
７

保
健
・
福
祉

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
予
防
接
種

　

未
接
種
の
方
は
、
３
月
末
ま
で
に

接
種
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
22
年
４
月
２
日
～

　

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
期
限
後
は
、
接
種
費
用
が
全
額
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の

　

予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳

■
接
種
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課
健
康
増

進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

二
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
な
り
ま
し
た
。
13
歳

に
な
る
前
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

①
小
学
５
年
生
（
平
成
17
年
４
月
２

　

日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　

で
誕
生
日
を
迎
え
た
児
童

②
小
学
６
年
生
で
未
接
種
の
児
童

③
中
学
１
年
生
で
13
歳
の
誕
生
日
を

　

迎
え
て
い
な
い
未
接
種
の
生
徒

※
期
限
後
は
、
接
種
費
用
が
全
額
自

　

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
機
関　

桑
波
田
医
院
、
相
良

整
形
外
科
、
た
じ
つ
牛
根
医
院
、
ふ

く
ま
る
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
よ
し

と
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
垂
水
中
央
病
院

■
持
参
す
る
も
の

　

予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課
健
康
増

進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

発
達
障
害
啓
発
週
間

　

国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
毎
年
４

月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

と
定
め
、
日
本
で
も
４
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

■
発
達
障
害
に
つ
い
て

　

発
達
障
害
は
、
他
人
の
意
図
や
感

情
を
直
感
的
に
理
解
し
た
り
、
言
葉

を
適
切
に
使
う
こ
と
な
ど
が
苦
手
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
脳

機
能
の
発
達
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

発
達
障
害
は
、
特
徴
を
知
り
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁
障
害
福
祉

課
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
４
４

　　

垂水市が進める空き家有効活用と移住促進の取組
　垂水市では、空き家の有効活用と移住促進のため、

次の４つの事業に取組んでいます。

①垂水市空き家バンク制度

　市内の空き家（一戸建て）を登録し、市ＨＰ等に掲

載し入居希望者へ売却・賃貸の情報を発信できます。

②空き家有効活用推進事業支援補助金

　空き家バンクへの登録等を条件に、家財道具等の処

理費用の３分の２（上限５万円）を補助いたします。

③空き家リフォーム促進事業補助金

　空き家バンクへの物件登録等を条件に、20 万円以上

のリフォーム費用の 50％（上限 50 万円）を補助します。

④垂水市空き家バンク移住促進事業補助金

　垂水市へ転入される方で、空き家バンクに登録され

ている賃貸物件へ入居する場合、補助金を交付します。

■支給対象者（要件をすべて満たす方）
①平成 28 年４月１日以降に本市に住民登録し、

　６か月を経過していない方（市税滞納がない方）

②空き家バンク登録物件へ新しく入居する方

■対象住宅　空き家バンク登録物件で

　　　　　　家賃３万円以上の物件

■補助額
①中学校卒業までの子どもが２人以上いる場合

　月額１万５千円

②中学校卒業までの子どもが１人いる場合

　月額１万円

③上記①・②以外の場合　月額５千円

■補助期間
　交付申請があった月から３年間（36 か月）

◎問い合わせ先：企画政策課地域振興係　☎内線 246
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